
新人コボラーGeminiくんを育ててみた

チーム：Flawless COBOL Wizards 



自己紹介

● 井坂 (入社13年目)

○ 自社パッケージやOSSの開発をメインに担当

○ SEとして、COBOL基盤の移行の経験

● 島田 (入社4年目)

○ 勤続年数＝COBOL歴（新人時代にCOBOL日本語マニュアルを執筆）

○ レガシーシステムのマイグレーション

○ 海外企業との提携



チームの目的

● 生成AIがエンジニアとして働く未来

○ 生成系AIが様々なプログラムの開発にて利用されるようになっている

○ GeminiがCOBOLエンジニアとしてどれだけの実力があるか確認した



新人COBOLエンジニアGemini

● COBOLプログラムの開発を依頼
○ 配布されたデモプログラムを動作させたい

○ プログラムを渡し、利用可能なプログラムを作成する

● 作成するテストデータ
○ 商品マスタ

○ 顧客マスタ

○ 社員マスタ

○ 売上トランザクションファイル



新人COBOLエンジニアGemini

● COBOLプログラムが生成された
○ しかし、COBOLっぽいものに留まる

○ 構文の間違いやバグ

○ COBOLに関する知識不足

● 繰り返しGeminiとやり取り
○ 作成したいデータの指示

○ 構文等の指摘

● 実際に動くCOBOLが完成
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プロンプトとデモ



プロンプトの工夫

● 同じプログラムを生成する条件

● システム指示の活用

○ エンジニアとして人間味が欲しい

→「陽気な」COBOLエンジニア



課題

● SJIS→UTF-8に文字コード変換

● cbl→txtにファイル拡張子変更



まとめ

● COBOLエンジニアとしての生成AIの活用

○ COBOL技術者の高齢化・引退によるCOBOLプログラム仕様理解者不足

○ Geminiをベテランエンジニアに育て上げたら問題解決に近づける

● Gemini × RAGの活用・トレーニングの実施
○ 教育の過程がなくても正確なCOBOLプログラムが生成できる

○ COBOLシステムのメンテナンスができる



さいごに

● チーム名の由来
○ 陽気なCOBOLエンジニアになったGeminiにプログラム開発を依頼

○ COBOLの実力を付けるにつれ、プログラムの著者名に二つ名がついた

○ 最終的に「Bard - The Now Flawless COBOL Wizard.」を名乗る


